
研究背景
呼吸の同調効果を活用したエアコン動作音による知的生産性向上

研究内容

呼吸の同調効果把握

Respiratory rateFluctuation sound

難易度に応じた音環境の検討

変動パラメータを変化
難易度に応じた音環境の検討

在宅環境の音問題 本研究の目的

在宅勤務の増加

作業効率の向上
課題

身近な音環境の改善

オフィス 在宅

e.g.音環境

エアコン動作音に着目

呼吸の同調効果を活用

エアコン動作音の変動 呼吸の変動

知的生産性の向上

覚醒感の向上

振幅変動音により呼吸を同調
呼吸変化の意識の有無を比較

知的生産性の向上

変調周波数・変調度を変化

変動パラメータ

主観評価

覚醒感・快適感

変動パラメータの寄与把握

SD法

変調周波数
変調度

作業難易度

低 高 低 高

・生活音
・空調音

e.g. ・会話音
・事務機音

変動パラメータの影響把握


